
船舶事故調査報告書 

令和６年１０月２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 火災 

発生日時 令和５年４月１９日 ０９時５８分ごろ 

発生場所 山口県長門
な が と

市川尻
かわしり

岬北東方沖 

長門川尻岬灯台から真方位０５８°３.０海里付近 

 （概位 北緯３４°２８.０′ 東経１３１°０１.５′） 

事故の概要 プレジャーボートAQUA
ア ク ア

 TREK
トレック

 Ⅴ
ファイブ

は、航行中、右舷主機のセルモー

ターで火災が発生した。 

事故調査の経過 令和５年５月１７日、主管調査官（門司事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート AQUA TREK Ⅴ、１７トン 

 ２５０－４８９５２福井、個人所有 

 ディーゼル機関（２基）、船内機、４サイクル、出力４４１.３kＷ

（／基）、回転数毎分２,２３０、６気筒、ボア１３１mm、使用燃料

軽油、機関製造年月日不詳、平成１４年６月進水 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 右舷主機のセルモーター等に焼損 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 西、風力 ２、視界 良好 

海象：波高 約１ｍ 

 事故の経過 本船は、船長ほか１人が乗り組み、回航の目的で阪神港堺泉北区に

向けて航行中、操船に当たっていた船長が異臭を感じた直後に、右舷

主機の回転数が低下し、操縦パネルから右舷主機の異常警報が鳴っ

た。 

船長は、操舵室後方の甲板下の機関室から煙が発生しているのを認

め、両舷主機を停止し、乗組員に機関室を確認するように指示した。 

乗組員は、機関室のハッチを開いて機関室に入ったところ、右舷主

機の右舷側に火炎を認め、機関室に設置されていた持運び式消火器を

使用して初期消火を行った後、機関室を出て機関室のハッチを閉め

た。 

船長は、乗組員から本事故発生の連絡を受けて１１８番通報し、本

船は、来援した巡視艇にえい
．．

航されて長門市仙崎港に到着した。 

海上保安庁から連絡を受けて支援に当たった消防署職員は、本船の

鎮火を確認したところ、右舷主機のセルモーターの焼損が激しく、右

舷主機等のワイヤハーネス（電源供給や信号伝達などを目的とした複

数の電気配線を束ねた集合部品）に延焼しているのを認めた。 

消防署は、バッテリーから右舷主機のセルモーターに接続された電



気配線（以下「本件配線」という。）の端子が緩み、本件配線と同セ

ルモーターが接触して短絡を生じたと推測した。 

分析 本船は、航行中、右舷主機のセルモーターから出火したものと考え

られる。 

右舷主機のセルモーターは、本件配線の端子が緩んだことから、本

件配線の端子と同セルモーターが接触して短絡を生じ、出火して右舷

主機等のワイヤハーネスに延焼した可能性があると考えられるが、そ

の状況を明らかにすることはできなかった。 

原因 本事故は、本船が、航行中、右舷主機のセルモーターから出火した

ことにより発生したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船舶所有者は、定期的に電気配線の点検を行い、端子の緩み、被

覆材の損耗等があれば、補修又は交換を行うこと。 

 


